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東
教
育
財
団
で
は
、
中
央
区
内
の

学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
育
成
、

並
び
に
、
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与

す
る
た
め
、
学
校
教
育
活
動
、
社
会

教
育
・
生
涯
学
習
活
動
、
並
び
に
、

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
三
〇
年
度
の
助
成
事
業
は
、 

三
月
一
日
（
木
）
か
ら
募
集
を
開
始
し
、 

三
月
一
六
日
（
金
）
に
締
め
切
り
ま
す
。 

 

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

   

  

 
 

   

 

助

成

対

象

事

業 
 

① 
学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・
発 

展
に
寄
与
し
、
且
つ
、
当
該
校
園
の
独

自
性
や
特
色
を
持
つ
事
業 

〈 

参 

考 

事 

例 

〉 

◇ 

地
域
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
産
業

等
に
関
す
る
調
査
・
学
習
事
業 

◇ 

右
記
の
調
査
・
学
習
に
よ
っ
て
作
成

し
た
冊
子
等
の
発
行
事
業 

◇ 

外
国
人
子
女
へ
の
日
本
語
等
指
導
事 

業 ◇ 

姉
妹
校
交
流
（
他
文
化
交
流
・
共
生
） 

事
業 

   

 

    

◇ 

伝
統
芸
能
（
文
楽
、
能
等
）
鑑
賞
、
学 

習
、
発
表
事
業 

◇ 

校
内
緑
化
等
自
然
環
境
整
備
事
業 

◇ 

ク
ラ
ブ
活
動
に
必
要
な
用
具
・
資
材
の

購
入
・
貸
与
事
業 

◇ 

ク
ラ
ブ
活
動
の
地
域
交
流
事
業（
例
…

吹
奏
楽
部
が
開
催
す
る
地
域
コ
ン
サ
ー

ト
） 

◇ 

ク
ラ
ブ
活
動
等
に
お
け
る
全
国
大
会

等
へ
の
参
加
事
業 

◇ 

学
校
周
年
記
念
事
業（
一
〇
周
年
を
単

位
と
す
る
周
年
事
業
に
限
る
） 

            

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

   

    

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助 

成 

 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
東
地
区

五
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
に
寄

与
す
る
事
業 

 

助
成
対
象
団
体  

 

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼

稚
園
、
小
学
校
及
び
中
学
校 

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
活
動
を
行

う
社
会
教
育
団
体
及
び
生
涯
学
習
団

体 
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団 
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夏祭り参加風景  

 （２） 

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

 
地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う

団
体 

           

 
 

助
成
限
度
額  

 

超
低
金
利
政
策
の
影
響
を
受
け
て
、
平

成
二
九
年
度
の
運
用
収
益
が
平
成
二
八
年

度
比
で
約
六
四
〇
万
円
の
減
と
な
っ
た
の 

で
、
平
成
二
九
年
度
助
成
額
は
、
平
成
二

八
年
度
助
成
額
か
ら
概
ね
三
割
を
減
じ
た

額
と
し
た
。 

 

平
成
三
〇
年
度
の
運
用
収
益
も
、
平
成

二
九
年
度
比
で
さ
ら
に
三
一
〇
万
円
の
減 

と
な
る
の
で
、
そ
の
減
額
相
当
額
を
特
定

の
助
成
事
業
の
助
成
額
で
調
整
す
る
こ
と

と
す
る
。 

 

   

平
成
二
九
年
度
の 

助
成
事
業
を 

紹
介
し
ま
す 

  

平
成
二
九
年
度
に
助
成
し
た
事
業
で 

既
に
実
施
報
告
書
の
提
出
の
あ
っ
た
も 

の
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

◆ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

「
子
供
獅
子
教
室
」 

 

            

い
く
た
ま
子
供
獅
子
保
存
会
が
開
設 

す
る
「
子
供
獅
子
教
室
」
に
地
域
の
子 

             

  

供
た
ち
が
自
主
的
に
参
加
し
て
獅 

子
舞
を
学
び
、
地
域
の
夏
祭
り
（
七
月

一
一
日
・
一
二
日
）
の
巡
行
に
も
参
加

し
て
獅
子
舞
を
披
露
し
た
。 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
文
化
財

「
獅
子
舞
」
の
伝
承
・
保
存
が
で
き
る
と

と
も
に
、
世
代
・
地
域
の
文
化
交
流
が

図
ら
れ
た
。 

（
助
成
額
一
二
万
円
） 

 

◆ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

船
場
ま
つ
り
「
講
演
と
講
談
の
会
」 

 

設
立
一
二
周
年
を
迎
え
た
淀
屋
研
究 

会
で
は
、
一
〇
月
七
日
船
場
ま
つ
り
の 

一
環
と
し
て
「
講
演
と
講
談
の
会
」
を 

綿
業
会
館
で
開
催
し
た
。 

第
一
部
の
講
談
で
は
、
浪
速
の
侠
客

「
木
津
の
勘
助
」
が
語
ら
れ
（
下
段
＝
写

真
①
）、
第
二
部
で
は
、
宮
本
又
郎
名
誉

教
授
が
淀
屋
か
ら
五
代
友
厚
ま
で
の

「
大
阪
を
作
っ
た
豪
商
・
企
業
家
」
を
講

演
さ
れ
（
下
段
＝
写
真
②
）、
な
に
わ
商

人
の
心
意
気
と
誇
り
、
そ
し
て
、
船
場

の
良
さ
を
再
認
識
し
た
。 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

  

 

          

  

  

◆ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
ち
ゅ
う
お
う 

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
上
映
会
」 

六
月
二
四
日
ヴ
ィ
ア
ー
レ
大
阪
に
お 

い
て
、
年
齢
や
障
害
の
有
無
を
問
わ
ず 

す
べ
て
の
人
が
楽
し
め
る
バ
リ
ア
フ
リ 

ー
映
画
の
上
映
会
を
開
催
し
、
映
画 

「
あ
ん
」（
監
督
・
河
瀬
直
美
）
等
を
上 

映
す
る
と
と
も
に
、
河
瀬
氏
か
ら
カ
ン 

ヌ
映
画
祭
の
話
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画 

 
 

「地域文化・まちづくり事業助成説明会」風景  

講談師：旭堂南青氏（写真①） 
宮本又郎氏による講演風景（写真②） 



   
 

（３）  

に
対
す
る
思
い
を
音
声
解
説
付
き
で
お
聞 

き
し
た
。
こ
れ
ら
の
体
験
が
ソ
ー
シ
ャ
ル

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
推
進
に
つ
な
が
っ

た
。 

             

  

（
助
成
額
一
二
万
円
） 

◆ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

「
子
ど
も
科
学
出
前
教
室
」 

大
阪
市
シ
ル
バ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連
絡

協
議
会
で
は
、
玉
造
小
と
中
大
江
小
の
低 

 

  

学
年
を
対
象
に
出
前
教
室
「
子
ど
も
科

学
教
室
」
を
開
催
し
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス

の
基
礎
的
な
科
学
を
教
え
る
こ
と
で
、

科
学
に
対
す
る
興
味
を
高
め
、
科
学
好

き
の
人
材
の
養
成
を
図
っ
た
。 

        
 

   

     

（
助
成
額
八
万
円
） 

            

  

◆ 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

「
中
大
江
校
下
盆
踊
り
大
会
」 

北
大
江
・
中
大
江
地
域
で
は
、
毎
年 

八
月
の
二
日
間
中
大
江
公
園
で
盆
踊
り 

大
会
を
開
催
し
て
き
た
が
、
第
五
二
回 

を
数
え
る
今
年
の
大
会
は
、
台
風
の
影 

響
で
順
延
と
な
り
、
八
月
一
〇
日
だ
け 

の
開
催
と
な
っ
た
。
だ
が
、
二
千
名
を 

超
え
る
賑
わ
い
と
な
り
、
世
代
間
の
交 

流
が
深
ま
り
、
地
域
住
民
の
交
流
と
融 

和
が
図
ら
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が 

活
性
化
さ
れ
た
。 

 

           

 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

      

 

  

◆ 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

「
玉
造
い
き
い
き
交
流
事
業
」 

              

 

 

八
月
、
玉
造
地
域
住
民
を
対
象
に
参 

加
者
を
募
り
、
九
月
二
三
日
（
祝
）
総 

勢
九
八
名
で
、
滋
賀
県
高
島
市
マ
キ
ノ 

高
原
へ
の
「
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
実 

施
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
健
康
増 

進
と
世
代
間
の
交
流
が
深
め
ら
れ
、
地 

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
一
助
と
な 

っ
た
。 

（
助
成
金
一
〇
万
円
） 

              

 

河
瀬
監
督
（
右
）
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
風
景 

 

ドライアイスの実験風景 中大江小学校（写真＝左） 玉造小学校（写真＝右） 



                             

  （４） 

 

       
 

大
阪
は
、
昔
か
ら
全
国
か
ら
人
や
物

が
集
ま
り
、
商
売
し
て
き
た
歴
史
が
あ

る
。
大
阪
で
は
こ
と
ば
を
う
ま
く
使
い
、

理
解
し
て
も
ら
い
、
サ
ー
ビ
ス
も
し
な

い
と
生
き
て
い
け
な
い
と
い
う
意
識
が

常
に
あ
っ
た
と
思
う
。 

 
 

雑
誌
『
上
方
芸
能
』
の
編
集
に
携
わ

る
広
瀬
依
子
氏
は
「
商
人
の
ま
ち
・
大

阪
で
重
要
な
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
。
会
話
し
な
い
こ
と
に
は
仕
事
が
進

ま
な
い
。
駆
け
引
き
、
裏
に
隠
さ
れ
た

意
味
、
様
々
な
言
葉
の
遊
び
が
、
そ
こ

か
ら
発
達
し
た
」
と
い
う
。 

 
 

作
家
の
富
岡
多
恵
子
氏
は
、
そ
の
著

『
難
波
と
も
あ
れ
こ
と
の
よ
し
葦
』（
筑

摩
書
房
）
に
次
の
よ
う
に
書
く
。 

「
お
そ
ら
く
そ
の
ひ
と
つ
は
、大
阪
語
を

一
地
方
語
と
思
っ
て
な
い
こ
と 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さ
ら
に
、
大
阪
語
は
大
変
優
秀
な
言

葉
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と 

（
だ
か
ら
）
一
種
の
『
正
調
大
阪
語
』 

に
固
執
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
他
国
人 

              

   

 の
大
阪
語(

の
つ
も
り
）
に
わ
ず
か
で 

も
正
調
が
は
ず
れ
て
い
る
の
を
感
じ
る 

と
背
中
が
痒
く
な
り
、
神
経
が
チ
ガ
ウ 

と
声
を
あ
げ
る
」。 

 

方
言
研
究
の
権
威
・
徳
川
宗
賢
氏
は 

『
関
西
方
言
の
社
会
言
語
学
』（
真
田
信 

治
氏
と
の
共
著
・
世
界
思
想
社
）
の
中 

で
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
発
達
し
、
情
報 

網
や
交
通
網
が
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
人 

が
激
し
く
流
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、 

標
準
化
が
進
み
、
伝
統
的
な
方
言
は
壊 

滅
的
状
態
に
あ
る
と
述
べ
た
後
に
次
の 

よ
う
に
続
け
る
。 

「
し
か
し
、
こ
こ
関
西
に
限
っ
て
い
え 

ば
、
伝
統
的
な
方
言
が
そ
の
ま
ま
残
る 

こ
と
は
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
地
域
が 

標
準
語
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま 

い
、
関
西
弁
が
地
を
払
っ
て
し
ま
う
な 

ど
と
は
、
夢
に
も
考
え
て
い
な
い
人
が 

圧
倒
的
に
多
い
の
で
あ
る
」。 

 

大
阪
は
、
そ
の
傾
向
が
最
も
強
く
、 

大
阪
弁
が
将
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
な 

ど
と
考
え
る
人
は
い
な
い
。
む
し
ろ
、 

今
で
も
新
語
が
生
ま
れ
、
全
国
に
広
ま 

る
語
句
も
あ
り
、
勢
い
が
増
し
て
い
る
、

と
い
う
の
が
そ
の
特
色
で
あ
る
。 

話
が
変
わ
る
が
、
慶
応
四
（
一
八
六 

八
）
年
一
月
、
大
久
保
利
通
は
大
坂
遷 

都
を
唱
え
る
建
白
書
を
明
治
新
政
府
に 

              

   

 
提
出
し
た
。
そ
の
目
的
は
、「
朝
廷
の
旧

弊
御
一
新
、
外
国
御
所
置(

大
坂
に
あ
る

外
国
公
使
館
と
の
交
渉
に
便
利)

」
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
因
習
に
囚
わ
れ
た
公
家

ら
の
力
が
未
だ
強
大
で
実
現
に
至
ら
な

か
っ
た
。 

 

こ
の
大
久
保
の
「
大
坂
遷
都
論
」
が
実

現
し
て
い
れ
ば
、
大
阪
弁
が
標
準
語
に
な

っ
て
い
た
と
よ
く
い
わ
れ
る
。 

 
 

       

そ
れ
よ
り
古
く
、慶
長
五（
一
六
〇
〇
）

年
の
関
ヶ
原
合
戦
で
、
西
軍
が
徳
川
軍
を

破
っ
て
い
た
ら
、
政
治
の
中
心
は
江
戸
に 

 
移
ら
ず
、
大
坂
と
京
都
の
上
方
が
中
心
で

あ
り
続
け
、
関
西
弁
が
標
準
語
に
な
っ
て 

い
た
に
違
い
な
い
。 

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
大
坂
＝
京
都
政

権
は
、
海
外
と
の
交
易
は
儲
か
る
か
ら

と
、
江
戸
幕
府
の
よ
う
に
鎖
国
政
策
を 

 
 

 
 

   
 

  

と
ら
ず
、
海
外
へ
の
雄
飛
を
続
け
、 

 

植
民
地
の
獲
得
に
覇
を
競
い
、
大
英 

 

帝
国
と
干
戈
を
交
え
る
こ
と
に
な
っ 

 

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 

そ
し
て
、
そ
の
戦
い
に
も
勝
利
を 

 

得
て
い
た
ら
、
一
八
世
紀
の
大
坂
（ 

 

大
阪
）
は
世
界
の
銀
行
と
な
り
、
世 

 

界
中
で
日
本
語
、
い
や
関
西
弁
（
大 

 

阪
弁
）
が
大
手
を
ふ
っ
て
罷
り
通
っ 

 

て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
筆
者
の
六
十 

 

過
ぎ
て
の
英
会
話
学
習
の
苦
労
も
な 

 

か
っ
た
の
で
あ
る
。
石
田
三
成
め
に 

 

人
望
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
儚
く
潰 

 

え
た
夢
で
あ
る
。 

 
 

大
阪
弁
が
標
準
語
に
な
ら
な
か
っ 

 

た
が
、
大
阪
が
首
都
に
な
ら
ず
に
よ 

 

か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
も
し
大
阪
が 

 

首
都
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
大
阪
城
を 

 

皇
居
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、
筆
者
の
二 

 

〇
年
近
く
に
及
ぶ
大
阪
城
公
園
の
早 

 

朝
散
歩
は
大
き
な
制
約
を
受
け
て
い 

 

た
は
ず
で
あ
る
。 （

槇 

野 

勝
・
記
） 

                      

 

＊
こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。 

一
五
〇
〇
字
程
度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ー
大
阪
弁
自
慢
ー 

お

お

さ

か

べ

ん

お

も

ろ

こ

う 

慶応四(1868)年 明治天皇が大阪行幸の際に宿泊さ

れた難宗寺【 守口市 】 


